
時刻表配信システムの開発

 １．はじめに
乗務員は異常時における運用変更やダイヤ乱れ等、大幅な

列車遅延の発生により、当初計画していた行路以外の列車に

乗務する旨の指示を受ける場合があります。この場合、新た

に乗務する事になる列車の時刻表を乗務員に示す必要があり

ます。具体的には、指令所又は乗務員区所から駅に時刻表手

配を依頼するか、もしくは乗務を担当する乗務員区所が時刻

表を手配し、乗務員へ手交した後に運転するという方法をとっ

ています。しかし、この方法では、運転見合わせで一時抑止と

なっていた列車がようやく運転再開可能な状況となっても、時

刻表の手配ができていないという理由で列車が増遅延する事

が多々あり、お客様に更なるご迷惑をお掛けする事になります。

そこで、乗務員への時刻表手配の手間を省くことで列車の

増遅延解消、更には輸送障害の規模縮小につなげるために、

新たに乗務を担当する列車の時刻表を携帯端末に配信するシ

ステムの開発に取り組みました（図１）。

日々の乗務では、輸送状況により急遽運転手続きが発生し、

運転通告券の受領が必要となる場合もあります。現在奈良線

で運転通告機能を内蔵したトレインナビが試行中であり、今回

開発した時刻表配信システムも同線区で引き続き検証を行う

事を考慮して、タブレット端末に運転通告機能を内蔵したトレ

インナビと一体化させて作製しました（図３）。

このタブレット端末と時刻表サーバとは携帯電話回線で接続

させており、変更時刻情報の取得を行っています。また、列

車の位置表示と時刻表の自動スクロール表示を確認するため、

ＧＰＳ位置情報を利用しますが、擬似的にＧＰＳ情報再生用

端末からBluetoothにより送信する事により、試験環境を構築し

ています。

 ２．システムの概要
今回の開発は、時刻表を電子データに置き換えタブレット

端末を用いて、通信手段で配信する事を主な内容としていま

すが、携行品の削減や軽量化を図るため、タブレット端末に

内蔵されているＧＰＳ機能を活用した乗務員支援システム（以

下「トレインナビ」という）や規程・マニュアル類の登録及

び閲覧等の機能付加にも取組む事にしました。

初年度の開発としては、既存の指令設備に何ら影響を与えな

い環境を前提として、通信技術によりタブレット端末へ時刻表

データが迅速に伝送できる事、また端末の操作性や視認性等

を確認して、実用的に十分活用可能であるかの検証を主な目

的として取り組む事としました。

システム全体の概要を図２に示します。タブレット端末本

体の他、周辺機器である基本時刻の保存及び配信用のサーバ

（仮想の指令所兼区所用サーバ）と通告発行（仮想の運転通

告発行用指令端末）及びＴＮログ（トレインナビＧＰＳ）再

生用端末から構成されており、技術部内を仮指令所として機

器の検証を行いました。

図１：時刻表手配の現状とシステム利用の比較

図２：システム概要

図３：トレインナビ一体型タブレット端末
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図４：画面構成・遷移

図６：運転通告受信及び時刻表への反映

図５：データ更新からの遷移画面

図７：規程・マニュアル一覧表

画面構成は、アプリケーションを立ち上げ後、トップメニュー

として「時刻表検索」と「規程・マニュアル検索」の画面が

表示され、「時刻表検索」は乗務員行路による「行路検索」

と列車番号による「列番検索」の２通りの検索メニューから

時刻表を呼び出す事により、予め登録してある基本時刻表を

乗務員用の携帯時刻表として表示する事ができます（図４）。

更にはエリア別や隣接支社で仕様の異なるシステム線区相

互跨り列車の変更時刻データ取得方法や表示方法等、タブレッ

ト端末の機能充実と活用ルール等の検討を重ねて実車による

検証を行い、輸送障害発生時の影響を最小限に留めることに

より、輸送品質とサービス向上を目指したシステムのレベル

アップを図っていきます。

 ３．タブレット端末の仕様
試験機は、Android OS搭載モデルで一般に用いられる汎用

品の１０インチタイプを基本として、新しくアプリケーション

を開発しましたが、表示画面の大きさや形状が違う７インチ

タイプも合わせて作製し、機能確認と操作性及び視認性も合

わせて比較検証を行いました。

 ５．運転通告伝送受信機能
本システムでは、運転通告相当の情報を、指令に相当する

端末から送信して時刻表へのデータ書換えを可能とする試験

環境を構築しました。タブレット端末本体は運転通告の受信

機能を有しており、乗務中に運転通告を受信後「了解（復唱）」

すると、時刻表に変更内容が色付の表記で上書きする機能と

なっています（図６）。

 ４．時刻表表示画面
現在乗務員が使用している時刻表は、予め乗務員区所で輸

送計画システムから施行日４日前時点での実施データを出力

して準備したものであり、出力した時に基本時刻表と差分の

ある変更箇所に色別表記されたものを基本時刻表と差し替え

て、当日の乗務に使用しています。今回作製したタブレット端

末の時刻情報登録は実施データ配信完了後から運転施行日当

日までの間に、変更が生じた場合にＴＮログ代用の端末を使っ

て編集し、予め時刻表サーバにその変更データを登録させて

おき、タブレット端末から列車番号を呼出して「更新」させる

事で当日系の時刻表表示を可能とし、差分のある変更箇所に

は色別表記されるようにしました（図５）。

 ６．今後の取り組み
タブレット端末の活用に向けては、今後バッテリーの容量や

端末の認証方法、技術進歩による端末の形状変更等、検証後

の課題解決と合わせフレキシブルな対応を行います。また今

回電子ファイルとして登録した規程・マニュアル類は、表示内

容の視認性の検証のみに留めておりＰＤＦファイルを貼付し

ている簡単な設計としましたが（図７）、今後は検索機能を高

め、異常時の運転取扱いや車両故障時の応急処置手順にも

迅速に閲覧が可能な仕様を検討します。
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運転通告詳細画面

運転通告受信画面


